
第６４号 にししん景況レポート ２０２５年１０月～１２月期  特別調査 の結果 

「2026年（令和８年）の経営見通し」 

 
 
 

１. 貴社では、2026年の日本の景気をどのように見通していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２. 貴社では、2026年の自社の業況（景気）をどのように見通していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. 2026年において貴社の売上額の伸び率は、2025年に比べておおよそどのくらいになると見通していますか。 
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４. 貴社では、自社の業況が上向く転換点をいつ頃になると見通していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５. 紙の手形・小切手の利用状況についてお伺いします。政府は、2027年 3月末までに約束手形の利用廃止、小切手の全面
的な電子化の方針を示しています。貴社では、現時点で、企業間の資金決済の手段として、紙の手形・小切手を使ってい
ますか。使っている場合はその理由を、もともと使っていたがやめた場合は現在の主な資金決済手段をお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


